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基本的属性 子どもの年齢・通園施設とクラス・出生順位 
 

 

 

 

 

図 2-1 子どもの年齢                                              N=2220 

 
 

図 2-2 通園施設とクラス               N=2220 

子どもの平均年齢は 4.5歳で、標準偏差1.26。 

性別は、男児は 51.7％、女児は 48.2％であった。 

通園施設とクラス別では、幼稚園年中児クラスが 

19.8％で最も多く、次いで幼稚園年少児クラスが 

18.0％、幼稚園年長児クラス 17.4％、保育園５歳 

児クラス 9.6％が続く。 施設別の割合は、幼稚園 

が 55.5％、保育園は 38.3％、認定こども園は 6.3％ 

であった。 調査票の対象児の出生順位は、第１子 

56.3％、第２子42.9％、第３子以降 0.9％であった。 

第１子目と第２子目の回答者を合わせると 99.2％ 

と少子化の影響が明確に表れていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                          

 

図 2-3 出生順位                                                   N=2220

 

0.2  
3.0  4.1  
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56.3 42.9 0.8 

第1子 第2子 第3子以降 

子どもの平均年齢は４.５歳。調査対象児は第１子 56.3％、第２子 42.9％   

通園施設は幼稚園が 55.5％、保育園が 38.3％、認定こども園が 6.3％ 

 0.4 
2.3 
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1.4 
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5.9 
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2.6 

無答不明 
認定子ども園5歳児クラス 
認定子ども園4歳児クラス 
認定子ども園3歳児クラス 

幼稚園年長児クラス 
幼稚園年中児クラス 
幼稚園年少児クラス 
保育園5歳児クラス 
保育園4歳児クラス 
保育園3歳児クラス 
保育園2歳児クラス 
保育園1歳児クラス 
保育園0歳児クラス 
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同居家族・回答者に占める父母の割合 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 回答者の父母の割合                                    N=2220 

 

                                                        

 回答者の割合は、母親が 98.2％で 2181 人、父親は 1.8％だけの 39 人で、概ね母親が回答していた。台湾は

父親の回答率 17.8％で、中国の 16.8％に比べると、日本の父親の回答率は 10 分の１程度と少なかった。 

 

図 2-5 同居家族                                                     N=2220 

 
 回答者の同居家族は、子どもは 100.0％、配偶者は 93.7％であった。それ以外の同居家族は、配偶者の母が

5.5％で最も多く、次いで本人の母が 5.4％、配偶者の父が 4.1％、本人の父が 3.6％、その他の人が 2.6％であっ

た。配偶者との同居は 93.7％記入であったことから、ひとり親家庭の割合は７％以下である。また、同居家族員

で多いのは配偶者の両親であるが、同居率は最も高くても 5.5％と、いずれも三世代同居家族は少なく、本調査

は、東京首都圏と近郊３県の未就学児を持つ核家族世帯が中心である。 

母親 

98.2% 

父親 

1.8% 

3.6 

5.4 

4.1 

5.5 

2.6 

本人の父 本人の母 配偶者の父 配偶者の母 その他の人 

回答者の 98.2％は母親で、調査票を記述した父親は 1.8％と少ない 

世代同居で最も多い配偶者の母でも 5.5％、全体的に核家族世帯が中心 
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父母の年代と職業 

 

 

 

 

図 2-6 保護者の年代                                                  N=2220 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の年齢は、30 代後半が 42.1％で最も多く、次いで 30 代前半が 25.9％であり、30 代が中心層で 68.0％を

占めている。一方、父親の年齢は、30 代後半が 36.4％で最も多く、次いで 40 代が 35.8％であった。母親と父親

の年齢構成を比べると、父親の方が高年齢の傾向であった。 

                      

図 2-7 保護者の職業                                                  N=2220 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の割合は、母親が 98.2％、父親が 1.8％であった。母親は無職が 48.3％と最も多く、会社員が 20.7％、

販売・サービス業が11.8％と続いた。父親は、会社員が69.3％と最も多く、自営業9.5％、公務員7.9％と続いた。

母親の無職について、図２－８で専業主婦 1071 名（49.1％）と答えた者のうち 1048 名（97.8％）が回答している。

職種としては、父母ともに会社員が最も多かった。 

母親は 30 代が 68％。父親は 30 代後半と 40 代で 72.2％ 

父親の最も多い職業は会社員。母親の職種は広範囲にわたる 

5.5  

35.8  

36.4  

18.2  

4.1  

無答不明 

40代以上 
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技術・労務 

教員 
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無答不明 

母親の職種 

9.5  
69.3  

7.9  
2.8  
3.5  
1.9  
0.6  
0.1  
0.5  

3.9  

父親の職種 
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母親の就労状況・保護者の最終学歴 

 

 

 

 

 

図 2-8 母親の就労状況                                              N=2181 

 

 母親の就労状況は、専業主婦が 49.1％で最も多く、次いでパートやフリーが 27.4％、常勤者が 23.0％と続いた。

およそ４人に１人の母親は、子育てをしながら常勤で働いている状況である。また、パートやフリーでの就労も合

わせると２人に１人が働きながら子育てをしている状況である。 

 

図 2-9 回答者の最終学歴                                            N=2220 

 

 回答者の最終学歴は、短大卒が 34.4％で最も多く、次いで高校卒が 33.4％、大学卒が 27.9％、大学院卒が

1.9％と続いた。そのうち、短大、大学、大学院の高等教育を受けた者は 64.2％であった。本調査の各国間で比

較すると、最終学歴の構成割合は台湾や中国とは異なり、韓国と類似した結果であった（詳細は P98 参照）。 

23.0 
27.4 

49.1 

0.5 

常勤 パートやフリー 専業主婦 無答不明 

1.4 

33.4 34.4 

27.9 

1.9 0.9 

中学 高校 短大 大学 大学院 無答不明 

母親の 50.4％は、働きながら子育てをしている 

回答者の学歴は高等教育修了者が 64.2％で、韓国と類似した傾向 
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Data17  心がけているしつけや生活習慣 

 

 

 

 
 図 2-10 心がけているしつけや生活習慣 （とても心がけている+やや心がけている ）  パーセント 

  

                                               N=2214  
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91.5  

93.1  

93.3  

93.4  

94.0  

95.5  

96.8  

99.2  

トイレでの排泄やそのあとしまつ 

自分で服を脱いだり着たりできること 

決まった時間に朝起きたり、 
夜寝たりすること 

遊んだあとの部屋の片づけをすること 

食事をこぼさず行儀よく食べられること 

自分から手を洗うこと 

友だちと仲良く遊べること 

親や先生と約束したことを守ること 

家族やまわりの人にあいさつが 
できること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

子どもを育てていく上での教育方針・しつけや教えで、

心がけていることを、「とても心がけている」から「ぜんぜ

ん心がけていない」までの４段階でたずねた。 

 それらの「とても心がけている」と「やや心がけている」

を加算して、「心がけている」保護者の割合を％で示した

のが図2-10である。 最も多くの親が心がけていること

は、「家族やまわりの人へのあいさつができること」で、

99.2％とほぼ全員に近い親があげていた。この項目で、

「ぜんぜん心がけていない」と回答した親は、子どものす

べての年齢で一人もいなかった。2番目には、「親や先

生と約束したことを守ること」96.8％で、3番目は、「友 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だちと仲良く遊べること」が 95.5％であった。 

日本調査の子どもの中心年齢は５歳児で、幼稚園年

中児が 19.8％で最も多く、園児全体でも４～６歳児が

83.3％を占めていた。親がふだんから子どもに声をかけ

て促していることが、子どもの生活習慣として身につい

ているかは明らかではない。しかしながら、親の子育て

意識や願いは表れていた。上位３項目からは、何より、

まわりの家族や先生、友達との対人関係の中で社会性

を養い、コミュニケーショ能力をつけることが第一と願っ

ていた。子どもの自立性を育てる生活習慣は、二の次で

「人とのかかわり」を重要視している傾向であった。  

何より心がけていることは、まわりの人との対人関係で社会性を養うこと 

そのつぎに、生活習慣の自立性を身につけること 
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「現在、あなたは、お子さんの性格や気になる態度はど

のようなことですか。それぞれの内容がどのくらい気が

かりなのか」を「とても気にしている」から「ぜんぜん気に

していない」までの４段階で答えてもらった。図 2-11 は、

「とても気にしている」と「やや気にしている」の回答者を

加算した割合である。 

その結果では、「少食や食べ物のすききらいがある」

が１番目に36.0％であげられていた。1歳から6歳までど

の年齢でも３人に１人の親が気にかけていたが、とくに

幼児食が始まった２歳児が 38.9％と最も高い数値であっ

た。２番目の「親の言うことを聞かない」29.8％は、他の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目の「落ち着きがない、かんしゃくをよく起こす、少食

や食べ物の好ききらいがある」とも相関性が高く、現在、

子どもの気になる態度として、親が困っている様子がう

かがえた。 

 ３番目の「アレルギーがある」は 26.8％であった。この

項目は、少食や食べ物の好ききらい」の回答と相関して

おり、食物アレルギーを示唆した。とくに年齢では１～２

歳児と６歳児のいずれも男児に多い結果であった。 

同じ調査項目を他の国で調査した結果では、上位３項

目の「気がかりの度合い」は約 50～66％であったが、日

本人は 30％前後以下と相対的に低い割合であった。 

Data18 子どもの気になる性格や態度 

 

 

 

 

 

図２-１１ 子どもの気になる性格や態度 （とても気にしている+やや気にしている） 

 

N=2202 
 
 
 
 

                                                 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8.5  

9.1  

14.1  

19.6  

24.1  

25.5  

25.9  

26.8  

29.8  

36.0  

言葉の発達が遅れている 

からだの成長・発達が遅れている 

友だちができにくい 

泣いたら、なかなか泣きやまない 

かんしゃくをよく起こす 

落ち着きがない 

気になる癖 
（指しゃぶり、爪かみ、布しゃぶり等） 

アレルギーがある 

親の言うことを聞かない 

少食や食べ物の好ききらいがある 

子どもの気になる性格や態度の第１位は３人に１人が「少食や偏食」 

子どもの性格や態度に手を焼き、「親の言うことを聞かない」が２位 
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Data19  保護者の子育て生活の受け止め方 

 

 

 

図 2-12 保護者の子育て生活の受け止め方上位 13項目 （とてもそう思う+ややそう思う） 

 

 
                                               N=2220  
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親としての自分に満足している 

とても心配症で、くよくよ気に病む 

子どもを思わず叩いてしまうことがある 

子どもには自分以上の学歴をつけたい 

叱りすぎるなど、厳しくしすぎているのでは … 

仕事、趣味やサークル、スポーツ、宗教 … 

子どものしつけのしかたに自信がもてない 

子どもが悪いと自分の責任のように思える 

子どもを感情のままに叱りつけることがある 

子どもを持つことで、自分自身が成長した 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「現在の子育て生活やお子さんに対して、あなたはど

のように感じていますか」を 18項目についてたずねた。 

それぞれの項目で、「とてもそう思う」から「ぜんぜん

そう思わない」までの４段階の内、「とてもそう思う」と「や

やそう思う」と回答した数を加えてパーセントにした上位

13項目が図2-12である。 

「子どもを持つことで自分自身が成長した」を保護者の

93.2％があげて第１位であった。２位は、「子どもを感情

のままに叱りつけることがある」75.1％で、３位には、「子

られていた。子どもが悪いと自分の責任のように思える」

66.2％があげられていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上位 10 項目の中には、１位の「子どもを持つことで自分

自身が成長した」、５位の「仕事、趣味やサークル、スポ

ーツ、宗教その他子育て以外のことで充実感を感じてい

る」、10 位の「親としての自分に満足している」という肯定

的な受け止め方もある。しかし、「子どもを感情のままに

叱りつける」、「叱りすぎるなど、厳しくしすぎているので

はないかと思うことがある」など『ネガティヴな関わり』も

多くの親があげていた。これらの項目は過去の日本調

査でも、子育てがもたらす「光と影」の両側面として多くの

親が毎回あげている。また、他の親子と比較して生じる

『子育て焦燥感』や『育児劣等感』の要素も見られた。  

 「子どもを持つことで自分自身が成長した」が 93.2％で第 1 位だが、 

子どもへのネガティヴな関わりへの戸惑い、根強い子育て焦燥感もある 
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Data20  母親の子育て生活の受け止め方(就労状況別) 

 

 

 

図 2-13 母親の子育て生活の受け止め方： 就労状況別 （とてもそう思う+ややそう思う）  
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常勤 (502) 
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前頁では、保護者の「子育て生活の受け止め方」につ

いて述べた。ここでは、保護者の 98.2％を占める母親の

就労状況別によって、「子育て生活の受け止め方」に、ど

のような違いがあるのかを８項目で比較した(図２-13）。 

各項目にある三本の横棒グラフは、上から、「常勤」、

「パートやフリーランス」、「専業主婦」の順に示してある。 

三者の組み合わせ傾向を大別すると、一つ目は、常

勤よりパートや専業主婦が高い数値を示す項目である。

それは、「子どもを感情のままに叱る・叱りすぎるなど厳

しくしすぎている・子どもを思わず叩いてしまう」という『ネ

ガティヴな関わり』である。２つ目は、常勤者の数値は低

くて、専業主婦が高く、パートやフリーが、その中間の数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

値を示す傾向であり、「とても心配性で、くよくよ気に病

む・よその子と比べて自分が落ち込む」などの『育児劣

等感』である。3 つ目は、常勤が最も高く、パートから専

業主婦へと減少する傾向で、「仕事や趣味サークルなど

子育て以外のことで充実感・まわりの子がしている習い

事をしていないと不安」などの『現状満足感』や『教育不

安感』である。常勤者に比べて、子どもと長い時間をとも

に過ごす専業主婦は、感情的に叱ったり、厳しくしたりす

ることも多く出てくる。一方で、子どもの習い事を思うよう

には優先できない常勤者の不安感が表れていた。パー

トやフリーは、仕事内容が広範囲なので、項目により専

業主婦と常勤者のいずれかの数値に近接していた。 

常勤者は専業主婦より子育て不安感は低いが、教育不安は高い。 

広範な職種のパートやフリーは、内容別で常勤者と専業主婦の数値に近接 
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Data21 保護者が活用するしつけ教育の情報源 

 

 

 

 

図２-14 保護者が活用するしつけ教育の情報源 （とても活用している+やや活用している） パーセント 

 
                                               N=2220  
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毎日の子育て生活での悩みや気がかりを、どのような

人に相談をして、解決するためにはどこから情報を得て

いるのであろうか。 

そこで、「子どものしつけや教育」についての情報環境

から 17 項目を選定して活用度をたずねた。「とても活用

している」から「ぜんぜん活用していない」までの４段階

で聞いたが、ここでは、「とても活用している」と「やや活

用している」を加算した結果を図 2-14に示した。 

 ①「近所の友人」82.2％、②「園の先生」79.8％、③「配

偶者」76.8％、④「実家の親」72.1％、⑤「近所ではない友 

人」63.4％が上位５項目であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この上位５項目は、過去に日本で筆者が実施した多く

の子育て調査結果でも、保護者の属性によって順位が

入れ替わるものの、毎回５項目は安定している。 

彼らは毎日の子育ての相談相手であり支援者達でも

ある。日本の園児の親がどのような準拠集団や情報環

境で子育てをしているかを浮き彫りにしている。なお、

「近所ではない友人」とは、学生時代からの友人、職場

の人、親友や幼友達などの友人ネットワークである。 

上位 10 項目には、「テレビ、ラジオ」52.3％と「インター

ネットやブログ」47.7％の情報ツールを含む複数の子育

て情報源を活用している様子が表れていた。 

 活用情報源： １．近所の友人 ２．園の先生 ３．配偶者 ４．実家の親 

５．近所ではない友人が上位５項目。 身近な子育て支援者であり、相談相手 
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Data22 母親のしつけ教育の高信頼情報源と高不安情報源 

 

 

 

 

図 2-15  母親のしつけ教育の高信頼情報源と高不安情報源  

 
                                                

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

前頁では保護者の「しつけ教育情報源」の活用状況につ

いて述べた。ここでは、それら 17項目の中から、母親が

最も信頼している「高信頼情報源 (以下、同様に表記す

る)」と最も不安になった「高不安情報源 （以下同様）」に

ついて図2-15にまとめた。 

母親が多くの情報源の中から最も信頼する高信頼情

報源として単一回答した１位は、「配偶者」23.6％、２位は 

「実家の親」22.3％、3位「近所の友人」18.8％、４位「園の

先生」7.9％、５位「近所ではない友人」6.0％であった。 

上の図は、左側に「高信頼情報源」の上位10項目を並べ

て、その項目に合わせて右側の「高不安情報源」の数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N=2181 

 

 

 

を示した。従って、高不安情報源の上位項目順には示

されていない。高不安情報源は、①テレビ・ラジオ

16.6％、②インターネットとブログ 15.7％、③近所の

友人 12.1％、④配偶者の親 7.8％、⑤育児や教育の専

門書 6.2％、⑤育児雑誌 6.2％、⑥実家の親 4.7％であ

った。「近所の友人」は、高信頼情報源でも高不安情報

源としても 3位であるが、同じ友人かどうかは定かで

はない。しかし、身近な集団である子育て仲間やママ

友の中で、安心情報を得る一方で、育児不安は増幅さ

れる場合もある。テレビやネットからは最新情報も危

害情報も得るために不安が募っている側面が出ていた。 

高信頼は「配偶者、実家の親、近所の友人」。 活用情報源と高信頼情報の 

上位５項目は同様だが、「近所の友人」は高信頼と高不安情報源で３位 
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子育て支援について自由に記載してもらった。記入

してくれたのは 1099 人（49.5％）であった。その内容は

1453 件で多岐にわたっていた。 

第１位は、病院・美容院・買物に行きたい、息抜きが

したい時などに安心して、気軽に子どもを預けられる

「一時保育サービス」19.5％であった。第２位は、子ども

が病気になった時の「病児保育の充実」13.9％であっ

た。ここには、労働環境についても触れられていた。第

３位は、「子育て情報・教育支援・親への育児相談」

11.7％で、子育て情報を得たり、情報交換し、個人的な

悩みを相談できる場を求めている様子がうかがえた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４位は、「地域の安全な遊び場や、子ども向けの

活動・習い事」11.5％で、子どもが安心して過ごすこと

のできる場や習い事などができる機会を求めていた。 

以下、「園の時間を長くして欲しい」11.5％、「親子で

参加できる場やイベント」9.7％、「働く親への特別な援

助・家事や送迎サービス」9.2％、「政府からの子ども手

当、経済・教育費援助・国策への提言」6.9％と続いて

いる。 

また、災害などの緊急時の対応、放射能の除染、子

ども手当、教育費の無償、子育てをしやすい制度の整

備などの広範囲な内容であった。  

Data23 保護者が提案する子育て支援（日本） 

 

 

 

 

図 2-16  保護者の子育て支援への提言・上位 13 項目                   N=1099（パーセント）   
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4.2 

4.2 

4.7 

6.1 

6.9 

9.2 

9.7 

11.5 

11.5 

11.7 

13.9 

19.5 

地域での近所づき合いやネットワーク・

シニアボランティアなど

土日や夜の公的サービス・利便化

（医療その他）

小学校での学童や放課後延長教育

保育費や教育費の支援（無償化・軽減）

予防接種など医療費の無償化や減額

公園の増設・遊具や設備の充実

政府からの子ども手当、経済・

教育費援助・国策への提言

働く親への特別な援助・

家事や送迎サービス

親子で参加できる場やイベント

(友だちとの出会いや保育つき）

園の受託時間を長くして欲しい・

保育施設の増設

近所で安心して遊べる場や施設、

子ども向けの活動・習い事

子育て情報・教育支援・親への育児相談

病児保育の充実

一時保育サービス

                  
                                                       

子育て支援への意見や提言者は 49.5％、内容の総数は 1453 件 

必要な時に利用できる「一時保育サービス」が第１位で 19.5％ 
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●一時保育サービスを 

「体調がすぐれない時，当日でも預けられるサー

ビス。家にて子どもを預かってくれるサービス。」                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

（４歳・幼・33 歳） 

「近くに子どもを気軽に１～２時間預かってくれる

所やお願いできる近所の家がわかる制度。」 

（４歳・保・36 歳） 

●一時保育で息抜きや気持ちの切り替えを 

「子どもを気軽に預かってくれるところ。就労だ

けが目的ではなく，母の息抜き等にも使えるとあ

りがたい。 」            （６歳・保・37 歳） 

「もう少し安い金額で子どもを預けられる場所があ

ると助かります。子育てに行き詰った時，気持が切り

替わります。」            （５歳・幼・39 歳） 

●地域のシルバー世代との交流                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

「自分の体調が悪い時や学校，ちょっとした用事

で，子どもを気兼ねなく気軽に安い価格で預かってく

れる施設。地域のお年寄りと交流できる場所（おじい

ちゃん，おばあちゃんの知恵と知識を埋もれさせる

のはもったいない。核家族にとって異年齢の方との

触れ合いはとても大切です）。」 （４歳・幼・37 歳） 

●病児保育サービスの普及と充実を 

「病児を預かってくれる施設に尽きます・・・。」 

（１歳・保・38 歳）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

「病児保育の充実化。日曜，祝祭日の病院受診して

くれる病院の充実  」       （１歳・保・33 歳） 

●病児保育の学童版を 

「病児保育先がもう少し充実してほしい。震災など

の災害時に公共の HP（市役所）でも認可園の状況

を出してほしい。病児保育の小学校版（学童で預か

りができないため）。」         （６歳・保・36 歳）  

● 子どもの病気時の制度の充実も 

「病児保育も大切だし，必要だけど，できれば病気                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

の時は親がそばにいてあげたい。会社（＝社会）と

してそういう制度があれば嬉しい。」（４歳・保・36 歳）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

●子育ての相談や情報交換のできる場が欲しい 

「気軽に子育てについての情報交換ができる仕組み

があるといい。支援とニーズのマッチングをしてくれ

るところがあるといい。」      （３歳・保・37 歳）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

「子育て支援センター等で子育てに関して相談で

きる専門家の方を常駐しておいてほしいと思います。

気軽に話せるような場所があるといいと思います。

保育施設の充実。 」         （２歳・保・31 歳）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

●ケガや病気の時のアドバイスを                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

「子どもが怪我や病気をした時にアドバイスをして

頂ける場所（電話やサイト）があると助かります。突

然だととてもあわててしまうので。」（６歳・幼・３４歳） 

●地域の安全な遊び場・施設 

「子どもがのびのび遊べる広い公園や施設。放課後，

子どもが安全に遊べる場。できれば（仕事をしてい

るので）そのような場で，監督者がいて，17時位まで

見ていてくれるとありがたいです。」（６歳・幼・40 歳）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

●家事サポートや送迎サービス 

「３人目を妊娠中。出産にあたり家事サポート的な支

援があったら良いと思います。」  （３歳・保・34 歳）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

●学童保育の充実を 

「学童保育の充実 」          （６歳・幼・３３歳）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

「祝祭日の保育サービス。学童保育の時間延長。学

年の幅の拡大 6 年生まで希望。」 （３歳・保・３９歳） 

●緊急時の対応 

「地震や災害時の緊急時に子どもを引き取る間，し

っかりと子ども達に寄り添ってもらえる制度があると

助かる。」               （３歳・保・40 歳）  

●働きやすい制度を 

「①保育時間の延長等，子供と親に負担のかかサ

ービス拡充ではなく，そもそもの仕事時間，仕事量

の削減等，抜本的に子供を育てながら働くことに無

理のない制度を充実させて欲しい。②予防接種全無

料化」                   （４歳・保・36 歳） 

（子どもの年齢・通園施設・保護者の年齢） 

自由記述の具体的内容 

多くの貴重な提言から、一部を抜粋して以下に紹介する 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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日本の少子化－出生数の年次推移と「1.57ショック」 

 
 厚生労働省（図 2-17 参照）によると、戦争直後 1940

年代後半に第１次ベビーブームが起き、出生数は年間

約 270万人に達し、１人の女性が生涯に産む子どもの推

定数を示す合計特殊出生率は 1947年に4.54を記録した。

ベビーブームとは、赤ちゃんが一時的に急増することを

いう。 

その後、出生数は 1961 年には 159 万人・合計特殊出

生率1.96までに減少するが、1960年代から1970年代前

半にかけて第２次ベビーブームが起こり、出生数は 200

万人以上・合計特殊出生率は2..13前後で安定した。この

間、1966 年は丙午（ひのえうま）と呼ばれる 60 年に 1 度

ある年で、この年に生まれた女の子は性格が激しいとい

う「丙午伝説」があって、この年に子どもを産まないよう

にした人が多かったため、出生数約 136 万人・合計特殊

出生率 1.58と急激に減少した。 

 第２次ベビーブームは 1973 年がピークとなり、その後

出生数は減少し、1975 年には人口置換水準（人口が増

加も減少もしない均衡した状態となる合計特殊出生率

2.00）を下回り、少子化の状態となった。 

 さらに出生数の減少傾向は進み、1989 年の合計特殊

出生率が 1.57と 1966年（丙午）の 1.58を下回ったことが

1990年に明らかになり、「1.57ショック」として社会的に大

きな衝撃となった。厚生省（現厚生労働省）の将来人口

推計は合計特殊修正率が回復するという予測を示して

いたが、減少傾向が続き 2005 年には、出生数が約 106

万人・合計特殊出生率は 1.26 と戦後最低となった。それ

以降微増していたが 2011年は前年と同じ1.39となった。 

 日本における少子化の原因としては、未婚化や晩婚化

に伴う晩産化や無産化があげられている。平均初婚年

齢は、1975 年には女性で 24.7 歳、男性で 27.0 歳

であったが、2010 年で女性が 28.8 歳、男性が 30.5 歳

と上昇傾向が続いており、結婚年齢が高くなる晩婚化が

進行している。50 歳までに１度も結婚していない生涯未

婚率は、2010 年には女性 10.61%・男性 20.14％で、30 年

前と比較すると、女性は約２倍・男性は約 10 倍になって

いる。 

 少子化は、晩婚化・未婚化だけではなく、雇用・子育て

の環境の整備が進んでいないことも大きな要因となって

いることも認識されるようになった。 

 
 

日本の子育て政策の系譜 

 
 日本政府は、1990年「1.57ショック」以降、少子化を問

題として認識し、さまざまな取り組みを開始した。その系

譜は、図 2-18のとおりである。 

エンゼルプランは、1994年に策定された「今後の子育

て支援のための施策の基本的方向について」の通称で

ある。ここでは、子育てを親や家庭のみの責任とするの

ではなく、企業・職場や地域社会も含めた社会全体で子

育てを支援していくことをねらいとした総合的な子育て支

援計画である。このプランを実施するため、保育の量的

拡大や低年齢児（0～2歳児）保育、園長保育等の多様な

保育の充実、地域子育てセンター等を整備するための

「緊急保育対策５か年事業」が策定された。 

新エンゼルプランは、1999年に策定された「重点的に

推進すべき少子化対策の具体的実施計画について」の

通称で、同年に決定された「少子化対策推進基本方針」

に基づいた重点的に実施すべき具体的実施計画で、エ

ンゼルプランと緊急保育対策等５か年事業を見直したも

のである。基本方針では、少子化の原因である晩婚化

未婚化の背景として、仕事と子育ての両立の負担感の

増大や子育ての負担感の増大等があると指摘した。 

 さらなる少子化が進展することが予想されることから、

次世代育成支援対策推進法 は、2003年に次世代を担

う子どもを育成するすべての家庭を社会全体で支援する

観点から、地方公共団及び企業の支援の取り組みを推

進するために策定された。 
 「少子化社会対策基本法」は、少子化に的確に対処

するための施策を総的に推進するために 2003年に制

定された。この基本法に基づき、子どもが健康に育つ

社会、子どもを生み、育てることに喜びを感じること

のできる社会への転換を喫緊の課題として「少子化社

会対策大綱」が決定された。大綱に盛り込まれた施策

の効果的な推進を図るため、「少子化社会対策に基づく

具体的実施計画について」通称子ども・子育て応援プ

ランを2004年に決定した。 
 2006年に決定した「新しい少子化対策について」

は、家族・地域のきずなの再生や社会全体の意識改革

を図り、すべての子育て家庭を支援するという視点か

ら、妊娠・出産から高校・大学生期に至るまでの年齢

進行ごとの子育て支援策を掲げた。 

日本の子育て政策 
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図 2‐17  出生数・合計特殊出生率 

 

図 2-18  子育て政策の系譜     

    

 
                                               
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

図 2-16,  図 2-17ともに出典： 平成 24年度厚生労働白書 
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日本の保育・教育－保育所・幼稚園・認定こども園 

 

現代社会において、乳幼児の保育・教育は、今までの

時代にもまして、社会からより広く求められるものとなっ

ている。それは女性労働の拡大をささえるものとしてだ

けではなく、地域社会や家族のあり方など、子どもが育

つ社会環境が大きく変容しているなかで、子どもの育つ

場としての乳幼児の保育・教育の存在意義が一段と大き

くなっているからである。 

保育所は、児童福祉法に定められている児童福祉施

設のひとつで、厚生労働省が管轄している。2011年現在、

保育所数は 23,385か所、保育所定員 2,204,393人、保育

所利用児童数 2,122,951人（３歳未満児 773,311人、３歳

以上児 1,349,640人）、保育所待機児童数 25,556人（３歳

未満児 773,311人、３歳以上児 4,447人）である。保育所

利用児童数は 1980年をピークに減少してきたが、1995

年から再び増加傾向に転じ、近年では毎年増え続けて

いる。３歳未満児の利用は年々増加しているのに対し、

３歳以上児は 2006年から減少傾向にある。３歳未満児

の利用の増加に比例して待機児童数も増えており、３歳

未満待機児は約７割を占めている。 

  幼稚園は、文部科学省の管轄のもと、学校教育法に

定められる学校のひとつである。2011年現在、幼稚園数

は 15,220園、幼稚園児数は 1,596,170人である。幼稚園

は子どもの数の減少を受けて、園数・幼稚園児数ともに

減少している。幼稚園の通常の教育時間終了後、希望

する園児を対象に行なわれる預かり保育は、実施する

園が増えており、2010年度では、75.4％の園が実施して

いるが、預かり保育を受けている園児は限定的である。 

1963年に文部・厚生両省の共同通達により、保育所の

３歳以上の保育内容については、幼稚園教育要領に準

ずることを示し、今日にいたっている。加えて社会の変

化にともなって、保育所と幼稚園の役割・機能の違いが

必ずしも明確でなくなり、幼保一体化・幼保一元化が検

討されるようになった。 

教育と保育の一体的提供と、地域における子育て支

援の実施という２つの機能を備える認定こども園が、

2005年から認定されるようになった。2009年には型にこ

だわらず設置を推進していく立場を打ち出した。2012年 

現在、認定件数は 911件（幼保連携型 486件、幼稚園型

273件、保育所型122件、地方裁量型 30件）である。 

 

 

 

子ども・子育てビジョンと子ども・子育て新システム 

 

 2010年に「子ども・子育てビジョン」が閣議決定された。

ここでは、子どもが主人公（チルドレン・ファースト）という

考えの下で、これまでの「少子化対策」から「子ども・子育

て」へと視点を転換し、社会全体で子育てをささえるとと

もに、「生活・仕事・子育ての調和」を目ざすことになる。  

  すべての子どもへの良質な成育環境を保障し、子ど

も・子育て家庭を社会全体で支援することが求められて

おり、子ども・子育て新システムは、制度・財源・給付を一

元化するとともに、制度の実施主体を市町村とし、国・都

道府県が重層的に支える一元的な制度の構築を目指し、

関連３法案が2012年3月に国会に提出された。その後、

総合こども園法案は取り下げられ、代わりに認定こども

園法の修正案とともに関連３法案国会に提出され、2012

年８月に参議院で可決・成立した。 

  これらの法案の趣旨は、教育・保育、地域の子ども・

子育て支援を総合的に推進することにある。 

主なポイント 

 ①認定こども園制度の改善 

  幼保連携型認定こども園の認可・指導監督の一本化 

  学校および児童福祉施設としての法的位置づけ 

 ②施設型給付と地域型給付の創設 

 ③地域の子ども・子育て支援の充実 

新たな幼保連携型認定こども園は、学校教育・保育およ

び家庭における養育支援を一体的に提供する施設であ

る。満３歳以上児については受入れを義務づけ、標準的

な教育時間の学校教育を提供する。また、保育を必要と

する子どもには、学校教育に加え、保護者の就労時間に

応じて保育を提供する。満３歳未満児の受入れは義務づ

けないが、満３歳未満児については、保護者の就労時間

に応じて保育を提供する。 この型の認定こども園は、

拡充が図られるとしているが、他の類型は否定されてい

ない。 

 保育・教育の理念が不明確であること、制度や施設の

体系や財源の問題など多くの課題がある新システムで

あるが、幼児期の保育・教育はすでに日本の保育所や

幼稚園で実践の蓄積がある。福祉と教育の協働性を高

め、子育てを親や家族のみの責任としない、社会全体に

よる子ども・子育て支援システムを構築していかなけれ

ばならない。 

日本の保育教育の現況 
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図 2‐19  子ども・子育てビジョン                                  内閣府資料より引用作成 

   

図 2-20  子ども・子育て支援システムの概要        
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